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私たちは球対称ＴＩ媒質に対する「ほぼ正確な」表面波と実体波の両方を計算できる手法およびソフトを開発

した(河合ら, 2003)。そこで本研究では、局所的な水平方向不均質を考慮した計算手法に摂動近似を用いて拡張す

る。また、予備的研究として D''層の異方性構造を波形インバージョンを用いて推定することを考えている。推定

された異方性構造の情報は地球内部のダイナミクスやレオロジーの理解に役に立つであろう。。 


